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1．総合図書館の資料デジタル化
●デジタル化の対象資料をどう選ぶ？
 貴重図書に指定されている資料を⽂庫単位で実施＋和書を優先

• 「南葵⽂庫」「鷗外⽂庫」「⻘洲⽂庫」など
 利⽤頻度の⾼い資料、時宜にかなった資料、現物資料の取扱いが難しい資料（巻⼦本や⼤型資料等）

などをピックアップ
• コロナ禍での「疱瘡絵」、展⽰会にあわせた「鷗外⽂庫」など
• 来年度は『源⽒物語』？
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●デジタル化費⽤はアーカイブズ事業予算だけ？

 国⽂学研究資料館が推進する「⽇本語の歴史的典籍の国際共同研究ネットワーク構築計画」に参画し、
毎年まとまった数量の古典籍をデジタル化

→「国書データベース」で利⽤可能 ＋ 東⼤アーカイブズポータルでも利⽤できます
 その他（件数は多くありませんが）、科研費調査の⼀環で撮影された画像、利⽤者からの全ページ複

写依頼によって作成された画像などで、公開可能なものも随時公開中



2．アーカイブズ事業における総合図書館のデジタル化実績（2020~2023年度）

2020年度 2021年度
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• 南葵⽂庫（貴重図書）
• 鶚軒⽂庫（⼀般和古書）
• サンスクリット写本（貴重図書）
• その他（利⽤頻度の⾼い資料等）

• 南葵⽂庫（貴重図書）
• サンスクリット写本（貴重図書）
• その他：利⽤頻度の⾼い和漢古書等

2022年度 2023年度

• 南葵⽂庫（貴重図書）
• 鷗外⽂庫（貴重図書）
• ⽥中芳男⽂庫（貴重図書）
• 鶚軒⽂庫（貴重図書）
• ⻘洲⽂庫（貴重図書）
• 連歌俳諧書集成（貴重図書）
• 館史資料コレクション
• サンスクリット写本（貴重図書）
• その他（利⽤頻度の⾼い資料等）

• ⻘洲⽂庫（貴重図書）
• 館史資料コレクション
• その他：利⽤頻度の⾼い和漢古書等

＊2019年度以前の実績は、第3回セミナー資料をご覧ください。
http://hdl.handle.net/2261/00078916

＊サンスクリット写本のデジタル化を申請・実施したのは
⼈⽂社会系研究科（総合図書館は所蔵館として撮影に協⼒）



3．特⾊ある資料の紹介（1）
鷗外⽂庫 Noticen, 1884-86 ほか 【2022年度】
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• 鷗外⽂庫資料は、2006（H19）年から「鷗外⽂庫書⼊本画像データベース」で画像を公開してきた
• 2022（R04）年は、森鷗外⽣誕160年・歿後100年のメモリアルイヤー
• 2022年秋頃に森鷗外（鷗外⽂庫）の特別展⽰会を開催することが企画される
• 展⽰会を⾒据え、2022年度前半の撮影で鷗外⽂庫資料数点をデジタル化

https://jpsearch.go.jp/gallery/utokyo‐ogai2022

• 展⽰会図録での画像掲載
• 電⼦展⽰サイトの構築
• 2022年10⽉13⽇(⽊)〜11⽉28⽇（⽉）「テエベス百⾨の断⾯図

歿後100年記念 森鷗外旧蔵書展」を開催

電⼦展⽰サイトは、ジャパンサーチの
「ギャラリー」機能を活⽤し構築



3．特⾊ある資料の紹介（2）
ゲーテ⾃署付書簡 【2022年度】

5

• ゲーテ（Johann Wolfgang von Goethe, 1749-1832）の⾃筆サインが⼊った書簡
• 本学総合⽂化研究科の⽯原あえか教授（専⾨：ゲーテと近代⾃然科学等）がこの資料に強い関⼼を⽰され、

丹念な調査を実施 → 成果を論⽂で発表
• 同時進⾏でデジタル化を⾏い画像公開の準備を進める

●論⽂（東京⼤学機関リポジトリで公開）
⽯原あえか「⽇本に現存するゲーテ書簡 調査報告と再発⾒」
（『ヨーロッパ研究』第22号（2023年1⽉））

https://doi.org/10.15083/0002006008

●画像公開サイト
ゲーテ⾃署付書簡 [Letter] Weimar, 29. Dcbr. 1822 [to L. W. Cramer]
（WA IV-36, S. 249対応）Der Brief von Goethe an Ludwig Wilhelm 
Cramer vom 29. Dezember 1822 im Besitz der Universitätsbibliothek
Tokio

https://iiif.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/repo/s/goethe/



3．特⾊ある資料の紹介（2）
ゲーテ⾃署付書簡 【2022年度】
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• この書簡は⻑らく「所在不明」とされてきた
• ただし書簡の存在⾃体は知られており、書簡の下書き草案を底本として『ゲーテ全集』に収録

されている
• 『ゲーテ全集』と書簡原本を⽐較すると、記述内容に若⼲の差異があることが判明
• ⽯原教授から、画像だけではなく書簡原本の翻刻テキストも公開し、かつ『ゲーテ全集』との

違いが分かるかたちで公開できれば、ゲーテ研究者にとって⾮常に有益 との助⾔を受ける
• ⼈⽂学資料におけるテキストデータの記述⽅法といえば、最近よく⽿にする・・・

• 書簡原本の翻刻テキスト作成：⽯原教授
• 翻刻テキストのTEIエンコーディング：図書館職員（アーカイブ化推進室員）
• システム構築：中村覚助教（史料編纂所兼アーカイブ化推進室員）

TEI : Text Encoding Initiativeに準拠した記述でテキスト公開

最近流⾏のTEIといふものを、私もしてみむとてするなり。



3．特⾊ある資料の紹介（2）
ゲーテ⾃署付書簡 【2022年度】
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翻刻テキストデータ公開サイト https://utda.github.io/goethe/

書誌などの基本情報 翻刻テキストデータ 画像



3．特⾊ある資料の紹介（2）
ゲーテ⾃署付書簡 【2022年度】
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差異のある部分を⾊付けし、そこをクリックすると
違いが分かる表⽰にしている
（UTLは書簡原本、WAはゲーテ全集のこと）



3．特⾊ある資料の紹介（応⽤編）
第⼀⾼等学校旧蔵資料（駒場図書館所蔵）
Von West nach Ost 所収・森鷗外「演劇問題に就いて」のテキストデータ公開 2023年12⽉4⽇
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森鷗外が書いた論⽂「Über die Theaterfrage（演劇問題に就いて）」の翻刻テキストデータの提供が
⽯原あえか先⽣からあり、同様にTEIに準拠したかたちでテキストデータを公開。

https://utda.github.io/ogai/text/theater



4．活⽤されるコンテンツを⽬指して
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• 総合図書館が公開する画像データとそれに関連するメタデータの利⽤条件
• 「東京⼤学総合図書館所蔵」の明⽰（改変した場合はその旨も明⽰）だけを条件に

• 利⽤⽬的 → 特に問いません。営利⽬的でもOKです。
• 事前申請 → 不要です。
• 利⽤報告、成果物の送付 → 報告してもらえたら嬉しい（任意）

⼀担当者の
つぶやき

2018年
6⽉から

オープン化！

総計出版物やウェブへの掲載、
パネル展⽰、翻刻など

出陳
（現物資料の貸出）年度

13913182015
135121142016
11611242017
807642018
797542019
545132020
554962021
625392022

総合図書館 特別利⽤申請受付数



4．活⽤されるコンテンツを⽬指して
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• 電⼦展⽰構築のため、ジャパンサーチの「ギャラリー」を使ってみて・・・

まず利⽤条件や公開条件で絞り、
使いやすいコンテンツを探して
しまう

・利⽤申請が必要
・学術、教育⽬的に限定
・条件が不明瞭

↓
やはり利⽤を躊躇してしまう

使い勝⼿がいいものを使ってし
まうことを、⾝をもって実感



4．活⽤されるコンテンツを⽬指して
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• 様々な資料で、当館の公開画像が利⽤されています（定期的に報告があったり、
成果物を頂戴しています。）

• オープンデータにしてから（今のところ）トラブルはありません！

• もちろん全ての画像を公開できるわけではなく、著作権保護期間が曖昧だったり、
個⼈情報を含むもの、センシティブな内容を含むものなどはデジタル化の可否も
含め適切に扱うべき。

• ただ、公開して問題ない画像に対して「なんとなく制限をかけたいかも？」
「ちょっと不安かも？」ならば、利⽤条件の緩和を考えてみませんか？

不安感のお化けを恐れるのは、
ちょっと勿体ない



4．活⽤されるコンテンツを⽬指して
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第2回東京⼤学学術資産アーカイブ化推進室主催セミナー（2018年度）
かわいい⼦には旅をさせよ
― デジタルアーカイブとオープンデータ ―

https://www.lib.u-tokyo.ac.jp/ja/library/contents/archives-top/seminar#ap_2

かわいい⼦には旅をさせよ
― デジタルアーカイブとオープンデータ ―

デ ジ タ ル デ ー タ

オープンデータ化を考えるときに思い出す⾔葉といえば・・・

デジタルコンテンツを囲い込むより、「⾏ってらっしゃい！」
と外に出すことで、⼤きく育って帰ってくるかもしれない?!
→デジタル化の進展で、⾃分で考えるより利活⽤のケースは

⼤きく広がっている（はず）！



4．活⽤されるコンテンツを⽬指して
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とはいえ、、、、
• 実際に利⽤されているかどうかは気になる
• 今後のデジタル化資料を検討する際の参考にしたい
• 使い勝⼿が悪いところがあれば聞きたい
• （単純に）「ありがとう」は嬉しい

各公開コレクションには「デジタル
コンテンツ利⽤報告フォーム」を設
置しています。

「作品名」と「利活⽤の詳細（選択
式）」 と「活⽤例の紹介可否」だけ
が必須項⽬。⽒名や連絡先の記⼊は
任意です！

担当者の励みになりますので、利⽤
の際は気軽に投稿してください。

ほめれば伸びるタイプ
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デジタルアーカイブを
使う⼈にも作る⼈にも良い循環を


